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　滋賀酒造は貴生川駅より約800m甲賀市水口町にある昭和元年（1926年）創業の酒蔵である。貴生川駅の
南西、野洲川の支流である杣川の左岸に位置し、旧国道307号線（現 県道４号線）の車の往来の多い幹線道
路沿いにある。元々近江町出身の初代がこの地の廃業した酒蔵を買い取り創業したと伝わる。昭和20年代
には滋賀酒造に改称し、その後米焼酎や地ビールの製造などの多角化を進め現在に至る。かつては能登杜
氏に毎年来て頂き酒造りを行っていたが、現在は蔵元のご子息である三代目が日本酒の杜氏と、焼酎と
ビールの製造責任者を務めている。
　写真は旧国道の北西側から見た木造蔵 寿賀蔵（すがくら）の外観である。おそらく戦前の築で長く貯蔵
蔵として使われてきたが、1997年に大規模な改修を行いビール醸造所兼レストランとして活用されてい
る。周囲に比べ地盤が低いため、改修時に建物全体を吊り上げ、腰高まで立ち上げた基礎と接合している。
屋根瓦、外壁の杉板や漆喰なども丁寧にメンテナンス。されている。その手前のRC造の建物はレストラン
のエントランスとして改修時に増築されたものである。
　貴生娘を醸す滋賀酒造のコンセプトは、地元の酒米専門農家の日本晴を使用した、冷酒ではフレッシュ
さが際立ち、熱燗は味の乗った濃厚な味わい。上槽後、温度管理された貯蔵庫にて生貯蔵しており、出荷直
前に火入れによる熱処理をするのがこだわり。販売量の半分を占める日本酒に加え米焼酎とクラフト
ビールなど魅力の尽きない酒蔵である。� （前谷吉伸）

滋賀酒造 株式会社　寿賀蔵
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　青年委員会では、近年、多発している地震、風水害に対して建築士の防災意識の向上と、災
害に対してとるべき行動を学ぶため、体験型施設の整った兵庫県広域防災センターで研修事業を行います。
　午前の部は、煙避難体験、地震体験や防災備蓄倉庫の見学を行ないます。午後
の部は、北淡震災記念公園総支配人の米山正幸氏を講師にむかえ、災害時に建築
士に求められることや、防災士の活動などのセミナーを実施し、参加者同士でワー
クショップを行います。南海トラフ大地震が30年以内に起こるという今、さらな
る防災知識を向上する１日にしませんか？ご参加お待ちしています。
日　　時：平成31年３月16日㈯　９：30～16：30
研修場所：午前の部　兵庫県広域防災センター　　兵庫県三木市志染町御坂１-19
　　　　　午後の部　三木市立志染町公民館　　　兵庫県三木市志染町井上173
参 加 費：1,000円
定　　員：24名予定（先着順）
申込締切：平成31年３月８日㈮
Ｃ Ｐ Ｄ：４単位
そ の 他：現地集合、現地解散となります。
参　　考：山陽自動車道三木東インターより車で５分
　　　　　（各施設内に無料駐車場あり）

　滋賀の魅力を伝えることのできる人材の育成を目的と
し、滋賀のまち歩きを通じて地域の魅力発見や各年代・地
域間で意見交換できる場として、Around Shigaシリーズ
を開催します。

　まちあるきシリーズ最後となる第８回目は、大津市中心部JR大津駅周辺を歩き
ます。江戸時代から続く東海道53次の宿場町として賑わっていた大津百町や、明
治維新後の明治13年京都―大津間の鉄道開通が与えた影響を土木遺産や建築物を
通して学んでいただけます。皆さんのご参加をお待ちしております。

青年委員会 あーき塾　まちあるきシリーズ
～Around Shiga vol.８　 大津～Around

Shiga
３単位

日　　時：�平成31年３月23日㈯　13：00～16：00（12：30受付）
開催場所：ＪＲ大津駅周辺、大津百町、大津絵の店、聖マリア教会他
集合場所：ＪＲ大津駅北口
参 加 費：建築士会会員　500円　　　建築士会非会員　1,000円
定　　員：20名（先着順）	 申込締切：平成31年３月15日㈮
Ｃ Ｐ Ｄ：３単位　	 協　　力：大津地域会、㈱まちづくり大津
そ の 他：荒天時、天災発生時はやむお得ず中止とさせていただきます。

大津百町　旧東海道

大津聖マリア教会

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉
※取得した個人情報に関しましては、今回の事業以外に使用いたしません。

氏　　名
フリガナ

勤務先名称
フリガナ

連 絡 先
メールアドレス ⃝ 会　員

⃝ 非会員FAX番号 携帯電話

CPD番号 地　区　名

　※滋賀県建築士会HP　http://www.kentikushikai.jp/　【参加申込】からもお申込み頂けます。

参加申込用紙
・まちあるき大津　　・防災研修事業　（参加いただける方に○をしてください）

防災研修事業　～そなえあればうれいなし～青年委員会

消防学校を併設する
兵庫県広域防災センター

30万人の避難者に対応する備蓄倉庫地震体験車にて震度７を体感する

４単位
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平成30年度
二級・木造建築士免許証明書交付式　開催報告会員増強委員会

「総合図作成ガイドライン」
解説講習会のご案内総務企画委員会

実 施 機 関：公益社団法人　日本建築士会連合会　公益社団法人　滋賀県建築士会
知 事 指 定：滋賀県知事指定（平成31年３月予定）
受講対象者：設計・施工・設備・構造等の建築士および建築技術者(施工系･設備系)
開 催 日 時：平成31年３月15日㈮　10：00～12：00（受付９：30～）
開 催 場 所：建設会館３F　中会議室
受   講   料：一般（非会員）　5,000円（テキスト代、消費税含む）
　　　　　　建築士会会員　 4,000円（テキスト代、消費税含む）
Ｃ   Ｐ   Ｄ：２単位（建築CPD情報提供制度　認定講習とします。）
申 込 締 切：平成31年３月11日㈪
申 込 方 法：別紙封入物をご覧ください

２単位

　平成31年１月26日㈯滋賀県建設会館３階中会議室において、（公社）滋賀県建築士会の主催で執り行いまし
た。今年も、二級建築士84名（総受験者数248名）木造建築士22名（総受験者数40名）の方が免許を取得され
ました。県内を中心に37名の参加を得て、山本会長に依る免許証明書交付式が行われました。新建築士の旅
立ちに、滋賀県土木交通部建築課課長の纓坂和哉氏の臨席を賜り、建築課の藤原氏に依る「建築士の手引びき」
をもとに建築士の心構えについて、建築指導室の野口氏に依る「応急危険度判定」の案内および耐震診断員
の説明をいただきました。建築士会の案内もさせていただき、多くの新しい建築士会員が生まれ、一緒に活
動できる事を期待したいと思います。

【県内総受験者数】について
二級建築士試験：学科　県内実受験者数＝248名　合格者＝97名
　　　　　　　：製図　県内実受験者数＝144名　合格者＝84名
　　　　　　　　合格率：滋賀県　58.33％　参考　全国平均54.9％

木造建築士試験：学科　県内実受験者＝39名　合格者＝27名
　　　　　　　：製図　県内実受験者＝27名　合格者＝22名
　　　　　　　　合格率：滋賀県　81.48％　参考　全国平均64.9％

交付式交付式
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ヘリテージマネージャー
支援委員会

平成30年度　滋賀県ヘリテージマネージャー
育成講座修了する

　昨年12月に第８回講座までを終え、残る２回の講座を１月12日（第９回）、１月26日（第10回）に行い、本
年のＨＭ育成講座の全日程は終了いたしました。昨年までの修了生92名に本年度修了生14名を加え、５か年
の育成講座で106名のヘリテージマネージャーが認定されました。
　今後ＨＭ認定者の皆様は県内の歴史的建造物保存活用にかかわる分野でご活躍されることと成ります。ま
た滋賀県内での「歴史を生かしたまちづくり」等の場で、習得された専門知識と技術を発揮して頂き、新た
な専門分野を確立して頂ければ幸いです。
（講座報告）
　１月12日の第９回講座は、歴史的建造物の保存活用とヘリテージマネージャーの社会的役割について総括
的な講義が行われました。当日の講師は実行委員として本講座の運営に関わっていただいております日向進
先生と石川慎治先生が担当され、これまでに両氏が関わってこられた保存活用事例に基づき、今後のHM活
動の示唆となる講義が行われました。
　本講座最終となる第10回講座は、１月26日建設会館４階大ホールで公開講座として行われました。本年受
講者が４つのグループに分かれ「私が見つけた歴史的建造物の保存活用計画」と題して、グループが見つけ
出した歴史的建造物について現地調査を実施し取りまとめた、歴史的評価と保存活用計画を発表しました。
各グループの発表テーマと主な発表内容はつぎのとおり。

Ａグループ

Ｂグループ

Ｃグループ

Ｄグループ

Ａグループ：「水野家住宅保存活用計画」（木村浩、本田明、竹谷祐一）
　　　　　　�高島市今津町浜通りに在る大正期に建てられた商家（菓子問屋）

木造２階建て主屋と、土蔵の活用計画。
Ｂグループ：「北川　隆邸保存活用計画」（佐野伸晃、吉本智、本村隆行、
　　　　　　松尾光）
　　　　　　�栗東市目川の旧東海道に面した築150年の米屋を営まれてい

た木造平屋建て商家兼住宅の保存活用計画。
Ｃグループ：「旧中村家保存活用計画」（松宮貢、東野貞夫、筒井幸二、
　　　　　　世一康博、村上由美）
　　　　　　�近江八幡市正神町に残る豊臣秀次の家臣の屋敷（主屋、座敷蔵）

小堀遠州が作ったとされる庭が残る。伝建地区外の地域に建つ
建物の保存活用計画と周辺地域の活用計画。

Ｄグループ：�「澤田家住宅保存活用計画」（木澤寛治、新島泰宏、服部登貴枝、
的場孝浩、山本茂樹）

　　　　　　�近江八幡市日吉野地区に在る明治中期以降に建てられた住宅の
主屋、文書蔵、離れの保存活用計画

　当日はグループ発表の後記念講演を開催し、講師として文化庁地域文化創
生本部事務局より岡本公秀調査官にお越しいただき「文化財保護法の改正と
文化財を生かしたまちづくり」について保存活用の事例紹介とその手法につ
いて御講演をいただきました。
　当日記念講演終了後に修了式を執り行い、全員での記念写真撮影をもって
第５回平成30年度滋賀県ヘリテージマネージャー育成講座の全課程を終了い
たしました。

修了式（認定証授与）記念講演（文化庁・岡本調査官）
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情報広報委員会からのお知らせ
♦機関誌「家」2019年号　『会員の声』を募集しております。
　2019年３月20日までに　公益社団法人滋賀県建築士会事務局までご連絡ください。
♦月刊「家」バックナンバー及び今月号は（公社）滋賀県建築士会HP　shiga-sa@mx.bw.dream.jpから

閲覧でき、ダウンロードも可能ですのでご活用ください。

「建築甲子園」奨励賞表彰式のご報告まちづくり委員会

　２月１日㈮に2018年第９回高校生の「建築甲子園」において奨励賞を受賞されました彦根工業高等学校を
ご訪問し、表彰式を執り行いました。
　富永校長先生、服部先生、そして受賞生徒のお二人に賞状、賞金、参加賞、記念品をお届けしました。
　おめでとうございました。

2018年　建築甲子園　応募作品「三方笑顔」 建築甲子園表彰

開催日時：平成31年２月２日㈯～３日㈰　10：00～17：00
開催場所：ビバシティ彦根　ビバシティホール

　彦根で５回目の開催となる子ども立体作品展は、子ども達の感性や創造
性を引き出してのびのびと育ってくれることを願い、併せて本会及び建築
士の認知度UPを図る事業として建築士フェスティバルと同時開催で行いま
した。作品数は41点、二日間で600人を超える来場者を数え、賑やかに表彰
式まで無事に終了して、本会及び建築士をPRできました。
　ご協力いただきました皆様、各園ご関係者、行政・消防関係の方々、そ
して本会会員の皆様方にお礼申し上げます。ありがとうございました。

第10回「未来の家」「未来のまち」子ども立体作品展
＆「第12回建築士フェスティバル」事業報告まちづくり委員会

立体作品展・建築士フェスティバル ベニヤドーム

表彰式

表彰式
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お申し込みは大津地域会事務局までFAXをおねがいします… 大津地域会事務局〈FAX.077-544-6500〉
※取得した個人情報に関しましては、今回の事業以外に使用いたしません。

氏　　名
フリガナ

連 絡 先
メールアドレス
FAX
携帯電話

所属地区（建築士会） 　大　津　　　　湖西滋賀　　　その他地区名（　　　　　　　　　　）

所属支部（事務所協会） 　大　津　　　　その他支部名（　　　　　　　　　　）

会員外 CPD番号

フォーラム参加申し込み　　参加申込用紙
所属に○印を記入ください。（重なる場合は両方に○）

　法改正等の最新情報をお伝えするフォーラムを開催します。近年、建築基準法の改正は時事問題に対応し
たものが多く、平成30年改正では、市街地大規模火災の被害を踏まえた「建築物・市街地の安全性の確保」、
増加する空き家を必要な用途に転用しやすくすることなどを視野に入れた「既存ストックの活用」、そして木
造建築物等を巡る多様なニーズへの対応を目的とした「木造建築物等に係る制限の合理化」など、大きな改
正が行われています。
　この講習では大津市未来まちづくり部より講師をお迎えし、それらの解説をしていただきます。

日　　時：平成31年３月26日㈫　13：30～16：30（13：10受付開始）
場　　所：大津市民文化会館　多目的ホール（大津市御陵町２番３号　℡522－7165）
定　　員：100名
申込締切：平成31年３月20日㈬
Ｃ Ｐ Ｄ：２単位
内　　容：

平成30年度　フォ－ラムのお知らせ大津地区委員会
湖西滋賀地区委員会

２単位

1　開会（13：30）
2　フォーラム（13：40～16：00） 【講　師】
　（1）省エネ法の届出に関する留意事項について

大津市未来まちづくり部建築指導課技師
藤原　拓也　様

　（2）北部保養所の利活用について
大津市未来まちづくり部開発調整課

課長補佐　馬場　靖　様
大津市産業観光部観光振興課

主任　 長谷川　祐介　様
　（3）平成30年度における建築基準法関連の改正について

大津市未来まちづくり部建築指導課
主査　　渡利　真悟　様

　（4）立地適正化計画について
大津市未来まちづくり部まちづくり計画課

主査　　服部　央樹　様
3　質疑応答
4　閉会（16：30）
　　※内容については、最新の法改正等を取り上げるため、内容と共に講師が変更となる場合があります。
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地区だより

高島地区 
平成30年度研修旅行

　高島地域会では今年度の研修旅行として、12月２
日～３日に広島建築探訪の旅へ行ってきました。２
日間の工程で、名和晃平氏（現代美術家）監修のも
と建てられた “神勝寺 禅と庭のミュージアム（洸

庭）”、原爆ドーム
横のビルを改修工
事した “おりづる
タワー”、ごみ処
理施設のイメージ
を一新する洗練さ
れた建物デザイン
の “広島市環境局
中工場”、１/10ス

ケールの迫力ある戦艦大和が展示されている “大和
ミュージアム” の４つの施設を見学することが出来
ました。特に、禅と庭のミュージアム（洸庭）の造
形美と、おりづるタ
ワーの改修工事とは
思えない、そのクオ
リティの高さに感動
し、すごく刺激を受
けました。また、広
島市内のホテルに宿
泊し、参加者全員で
広島料理に舌鼓をう
ち、会員同士の親睦
を深め、情報交換が
出来たことなど大変
有意義な研修旅行と
なりました。
� 青山 靖典神勝寺洸庭にて集合写真

おりづるタワーより
広島市街を臨む

甲賀地区 
会員交流事業　報告

　１月25日㈮に会員交流事業として平成31年賀詞交
歓会を甲賀市水口町の相撲茶屋賀位の山にて開催し
ました｡
　会員14名･賛助会員12名の合計26名と多数の方が
参加下さいました｡
　中本地域会会長の挨拶 で始まり､次に来賓の山本
建築士会会長よりご挨拶を頂き､中川幹事の乾杯の
発声により開宴しました｡
　ちゃんこ鍋を食べ､美味しいお酒と途中ゲームも
交えて終始和やかな雰囲気でそれぞれ親睦を深める
ことができたのではないかと思います｡

湖北地区・彦根地区 
平成30年度第4回 現場見学会 報告書

　湖北地域会、彦根地域会合同にて、多賀町で建設
中の多賀町中央公民館の見学会を開催させて頂きま
した。まず、現多賀町中央公民館にて、設計事務所
o+h　百田氏より設計概要について説明を頂き、建
設現場に移動、設計における工夫や納まりなど百田
氏より説明を受けると、参加者は説明の合間に熱心
に質問されていました。
　その後、本計画に至るまで経緯やプロポザールの
流れ、地域性の配慮と、地域の方の参加され、要望
や思いを組み入れた多くの方にとって心地よい居場
所と作る実施設計など詳しく説明頂きました。
　質疑応答では、実務的な質問も多くみられ、今回
の見学会を、仕事に生かしたいという参加者の熱意
が感じられました。

　その後、長浜市に
場所を移し、o+h様
をお招きして懇親会
を開催させて頂きま
した。見学会ではお
聞きできなかった話
もお聞きでき、大変
有意義な楽しい時間
を過ごすことができ
ました。
　今回このような機
会を頂きました。設
計事務所　大西麻貴
＋百田有希／o+h様、
多賀町様、株式会社
桑原組様、有難うご
ざいました。

o+h百田氏による講演

公民館をバックに集合写真
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滋賀酒造 株式会社(甲賀市水口町三大寺)
　写真は国道上の歩道橋から見た仕込蔵の外観である。奥に見える寿賀蔵に増築
される形で数十年前に鉄骨造で建てられたという。寿賀蔵の改修時に間仕切り壁を
作ったそうで、それまでは一体の建物であった。日本酒と米焼酎の製造を行う仕込
蔵内部は天井高が高く大型タンクもいくつか並んでいたが、現在は小仕込みを行う
ため、小さいタンクのみを使用し、搾りも酒袋を使用した小さな搾り機で行なって
いる。尚、ビアレストラン「寿賀蔵」は団体向けで予約が必要となっている。
代表銘柄 「貴生娘（清酒）」「頂（米焼酎）」「びわこいいみちビール」� （前谷吉伸）

３月の暦

滋賀職能大からのお知らせ

１ 金 先勝
２ 土 友引

全国青年委員長会議
３ 日 先負
４ 月 仏滅
５ 火 大安 青年委員会

６ 水 赤口「定期講習」
「監理技術者講習」

７ 木 友引
改正建築士業務報酬基準説明会
四役会
四役委員長会議

８ 金 先負
９ 土 仏滅 近畿建築士会協議会青年部会
10 日 大安

11 月 赤口
12 火 先勝
13 水 友引
14 木 先負

15 金 仏滅

「総合図作成ガイドライン」
講習会
情報広報委員会
総務企画委員会
理事会

16 土 大安 青年委員会　防災研修事業
17 日 赤口
18 月 先勝
19 火 友引

20 水 先負
21 木 仏滅 春分の日
22 金 大安

23 土 赤口 青年委員会　Around 
Shiga Vol.8 大津

24 日 先勝
25 月 友引
26 火 先負
27 水 仏滅
28 木 大安
29 金 赤口
30 土 先勝
31 日 友引

滋賀の酒蔵・伝統と文化を訪ねて　第33回 

支部 大津 湖南 甲賀 湖東 彦根 湖北 高島 湖西滋賀 計
1月 203 149 81 111 88 132 65 25 854
2月 203 148 81 110 88 132 65 25 852
差引 0 ▲ 1 0 ▲ 1 0 0 0 0 ▲ 2

地区別
会員数
平成31年
２月１日現在

新入会員
地区 氏　名
湖東 小島　康寛
甲賀 堂山　康樹

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
〈厚生労働省所管〉近畿職業能力開発大学校附属

滋賀職業能力開発短期大学校（滋賀職能大）
www3.jeed.or.jp/shiga/college/

〒523-8510 滋賀県近江八幡市古川町1414

学務援助課 TEL：0748-31-2254
FAX：0748-31-2255

「オーダーセミナー」のご相談を承ります。
職場やグループ単位での独自研修会「オーダーセミナー」の企画立案のお手伝いをいたします。下記「学務援助課」までお問い合わせください。

平成31年度 能力開発セミナー の予定
コース№ コース名 受講料 定員 実施予定日※

CH011 木造住宅の基本計画技術　New ￥8,000 10 ６/５㈬、６/12㈬
CH021 住宅基礎の構造設計実践技術　New ￥9,500 10 ５/11㈯、５/18㈯
CH031 在来木造住宅設計実践技術<意匠設計編>　New ￥8,500 10 ８/31㈯、９/７㈯
CH041 木造住宅における結露防止を考慮した断熱・気密設計法 ￥7,500 10 ７/23㈫、７/24㈬
CH051 実践建築設計2次元CAD技術<フリーウェア編>（使用ソフト＝JW_CAD） ￥7,000 10 ９/４㈬、９/11㈬
CH061 実践建築設計2次元CAD技術（使用ソフト＝AutoCAD） ￥9,000 10 ６/18㈫、６/19㈬
CH071 実践建築設計3次元CAD技術<住宅間取活用プレゼン編>　New ￥9,500 10 ６/29㈯、７/６㈯
CH081 実践建築設計3次元CAD技術<BIM活用モデリング編> ￥10,500 10 ７/23㈫、７/24㈬
CH091 ネットワーク工程管理実践技術 ￥8,000 10 ５/21㈫、５/22㈬

講座内容等については、「滋賀職能大」で検索、「在職者・事業主の皆様へ」からご確認ください。下記QRコードもご活用ください。

各講座ともCPD認定プログラム申請コースです。
お申し込みは各コースとも開始日の1カ月前までです。
お早めにお申し込み下さい。

講座内容 ネット申し込み 申込書ダウンロード


